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(2) 
「＿＼

同
戒
仙
に
つ
い
て
（
今
井
）

大
和
物
語
に
は
三
か
処
に
亘
つ
て
「
か
い
せ
う
」
又
は
「
か
い
せ
ん
」
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
。

①
〔
大
和
物
語
二
十
七
段
〕

か
い
せ
う
と
い
ふ
人
、
法
師
に
な
り
て
、
山
に
す
む
ぁ
ひ
だ
に
、

を
な
む
あ
ら
ひ
に
を
こ
せ
た
り
け
る
を
、

で
、
法
師
に
な
り
ぬ
る
人
は
、

い
か
な
る
折
に
か
あ
り
け
む
、
む
づ
か
り
て
、

か
く
う
る
さ
き
こ
と
言
ふ
も
の
か
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、

今
は
わ
れ
い
づ
ち
ゆ
か
ま
し
山
に
て
も
世
の
う
き
こ
と
は
な
ほ
も
た
え
ぬ
か

お
な
じ
人
、

二
十
八
段
〕

か
の
父
兵
衛
の
佐
う
せ
に
け
る
年
の
秋
、
家
に
こ
れ
か
れ
あ
つ
ま
り
て
、
宵
よ
り
酒
の
み
な
ど
す
。

ぬ
こ
と
の
あ
は
れ
な
る
こ
と
を
、
ま
ら
う
ど
も
あ
る
じ
も
恋
ひ
け
り
。
あ
け
ぼ
ら
け
に
霧
た
ち
わ
た
れ
り
け
り
。
ま
ら
う
ど
、

朝
霧
の
な
か
に
君
ま
す
も
の
な
ら
ば
は
る
る
ま
に
ま
に
嬉
し
か
ら
ま
し
、

戒

仙

に

ー

業

平

か

ら

貫

之

つ

し‘

て

今

ヘ
ー

よ
み
て
や
り
け
る
、

い
ま
す
か
ら

「
親
は
ら
か
ら
の
い
ふ
こ
と
も
き
か

あ
ら
は
ひ
な
ど
す
る
人
の
な
か
り
け
れ
ば
、
親
の
も
と
に
衣

井

源

衛
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問
題
が
な
い
こ
と
も
な
い
。
「
仙
」
は
韻
鏡
仙
韻
で
あ
っ
て
、

カ
ー
ル
グ
レ
ン
に
よ
れ
ば
、

xien
で、

「
う
」
と
は
表
記
さ
れ
な
い

仙
」

雲
な
ら
で
木
高
き
峯
に
ゐ
る
も
の
は
う
き
世
を
そ
む
く
わ
が
身
な
り
け
り
、

ま
ず
肝
腎
の
人
物
名
の
表
記
に
、

本
、
古
筆
切
で
は
「
か
い
せ
ん
」
、

や
や
問
題
が
あ
る
。
即
ち
、
底
本
で
は
、
二
十
七
、

「
か
い
せ
ん
」
と
異
つ
て
い
る
。
し
か
し
他
本
を
調
べ
る
と
、
二
十
七
、

八
段
で
は
、
六
条
家
本
系
統
と
い
わ
れ
る
御
巫
本
、
鈴
鹿

五
十
段
で
は
拾
穂
抄
校
異
本
に
「
か
い
せ
ん
」
、
為
衆
本
に
「
か
い
せ
む
」
と
あ
る
。

撥
音
「
ン
」
が
平
安
時
代
に
「
う
」

が
別
人
で
あ
る
証
拠
は
な
い
。
而
し
て
、
物
語
本
文
は
諸
注
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
古
来
の
勘
物
に
は
多
く
、
後
撰
集
の
作
者
「
戒

（
後
撰
集
恋
三
、
恋
六
、
哀
傷
に
各
一
首
、
出
自
未
詳
）
を
加
処
て
る
の
で
あ
り
、

は
ず
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、

た
と
え
ば
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
に
於
い
て
、
龍
胆
（
「
胆
」
は

n
音
）
が
「
り
む
た
う
」
と
表

記
さ
れ
る
例
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
（
飯
沢
澄
子
「
ひ
ら
が
な
に
よ
る
捺
音
の
表
記
に
つ
い
て
」
言
語
と
文
芸
昭
和
三
九
年
十
一
月
）
、
ま
た
特
殊

な
例
で
は
あ
る
が
、
平
安
中
期
の
加
点
と
い
わ
れ
る
石
山
寺
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
で
は
、
「
冠
」
「
旱
」
「
貧
」
等
の
点
が
あ
っ
て
、

現
代
の
通
説
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
少
々

と
も
表
記
さ
れ
る
事
は
周
知
の
事
で
あ
っ
て
問
題
な
く
、

「
か
い
せ
う
」
と
「
か
い
せ
ん
」

底
本
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
で
あ
り
、
そ
の
拠
っ
た
の
は
為
家
本
で
あ
る
。

か
い
せ
ん
、
山
に
の
ぼ
り
て
、

(3) 

「―¥

同

五
十
段
〕

ま
ら
う
ど
は
貫
之
・
友
則
な
ど
に
な
む
あ
り
け
る
。

（注）

こ
と
な
ら
ば
は
れ
ず
も
あ
ら
な
む
秋
ぎ
り
の
ま
ぎ
れ
に
見
ゆ
る
君
と
思
は
ん

と
い
ひ
け
り
。
か
い
せ
う
、
返
し
、

八
両
段
は
「
か
い
せ
う
」
、

五
十
段
で
は
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戒
仙
に
つ
い
て
（
今
井
）

N
音
が
「
う
」
で
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
大
坪
併
治
「
石
山
寺
本
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
の
訓
点
」
国
語
国
文
二
三
一
号
）
。

物
語
諸
本
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
以
降
の
書
写
本
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
仙
」
が
「
せ
う
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も

む
」
共
に
「
戒
仙
」
を
指
す
と
見
て
論
を
遮
め
、
後
に
異
人
説
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

右
の
本
文
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、

い
戒
仙
は
親
兄
弟
に
背
い
て
、
叡
山
に
登
り
出
家
し
た
。
(
-
―
七
・
五

0
段）

戒
仙
の
父
は
兵
衛
佐
で
あ
っ
た

戒
仙
の
父
は
紀
貫
之
・
友
則
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
が
、

の
諸
点
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
貫
之
集
、
哀
働
の
部
に
、

か
い
せ
ん
う
せ
ぬ
と
き
恙
て
、

（
二
八
段
）

か
の
を
ひ
あ
り
は
ら
の
ま
さ
ふ
ん
が
も
と
に
と
い
ひ
て
、
敦
忠
の
中
将
の
も
と
に
お
く
る

あ
け
く
れ
て
ち
と
せ
あ
る
も
の
と
お
も
ひ
し
を
な
ほ
よ
の
な
か
は
ゆ
め
に
ざ
り
け
る

ひ
と
の
こ
へ
ち
と
せ
ゆ
く
ま
は
た
か
さ
ご
の
ま
つ
と
わ
れ
と
や
け
ふ
を
く
ら
さ
む

も
っ
と
も
こ
の
本
文
は
諸
本
に
よ
っ
て
か
な
り
の
異
同
が
あ
り
、
小
異
と
し
て
は
、

ま
さ
ふ
ん
|
|
仙
「
ま
さ
の
ふ
」
類
「
ま
さ
ふ
さ
」

（バ）
ひ
と
の
こ
へ
|
|
l
仙
・
類
「
ひ
と
の
こ
と
」

か
の
を
ひ
ー
—
ー
類
「
か
の
を
ひ
の
」

（口）
不
当
と
は
云
い
難
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

故
に
こ
こ
で
は
、

い
ち
お
う
通
説
に
従
つ
て
、
「
か
い
せ
う
」
「
か
い
せ
ん
」
「
か
い
せ

か
れ
ら
に
先
立
つ
て
死
ん
だ
（
二
八
段
）

（
西
本
願
寺
本
）

こ
と
に
大
和
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体）

忠
母
同
保
忠
或
在
原
棟
梁
女

天
慶
六
三
七
斃
舟
八

忠

鰐

言

冑

誌

戸

ば
、
そ
の
氏
は
不
明
だ
が
、

一
般
に
平
安
朝
の
貴
族
た
ち
の
親
族
関
係
に
於
い
て
、

文
面
に
あ
る
如
き
、

甥
が
伯
父
の
死
を
悲
し

か
、
或
い
は
そ
の
母
の
兄
弟
か
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。

前
者
と
す
れ
ば
、

戒
仙
自
身
が
在
原
氏
に
属
す
る
こ
と
と
な
り
、
後
者
な
ら

ま
ず
底
本
西
本
願
寺
本
に
よ
っ
て
考
証
す
れ
ば
、

ゆ
め
に
ざ
り
け
る
ー
—
病
5
「
夢
に
な
り
ぬ
る
」

ち
と
せ
あ
る
ー
ー
ー
類
イ
「
ち
と
せ
ふ
る
」

と
あ
る
が
、
特
に
為
氏
本
（
『
国
書
緊
影
』
所
収
）
で
は
詞
書
全
体
が
、
後
述
の
ご
と
く
非
常
に
変
つ
て
い
る
。

⇔
「
あ
り
は
ら
の
ま
さ
ふ
ん
」
な
る
人
物
が
現
れ
、
彼
は
戒
仙
の
甥
に
当
る
。
と
す
れ
ば
戒
仙
は
在
原
ま
さ
ふ
ん
の
父
の
兄
弟

み
、
他
人
が
そ
れ
を
慰
め
る
歌
を
お
く
る
と
い
う
如
恙
例
は
、
前
者
、
同
族
間
に
こ
そ
自
然
な
事
で
あ
っ
て
、
後
者
で
あ
る
可
能
性

は
比
較
的
乏
し
い
。
又
そ
の
事
は
次
ぎ
の
理
由
か
ら
も
補
強
さ
れ
よ
う
。

詞
書
中
に
あ
る
「
敦
忠
の
中
将
」
は
、
藤
原
敦
忠
で
あ
る
公
算
が
大
で
あ
る
。

〔
尊
卑
分
脈
〕

時
平
ー
一
ー
保

ー
敦

〔
三
十
六
人
歌
仙
伝
〕
藤
原
敦
忠
条

左
大
臣
時
平
公
男
、
母
左
衛
門
佐
在
原
棟
梁
女
。
延
喜
十
七
年
二
月
十
五
日
昇
殿
年
十
二
。
（
中
略
）
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（へ）

戒
仙
に
つ
い
て
（
今
井
）

う
。
さ
て
次
ぎ
に
、
右
の
貫
之
集
本
文
に
よ
れ
ば
、

一
説
と
し

中
将

承
平
四
年
（
在
―
―
四
）
十
二
月
任
権
中
将
。
（
中
略
）
天
慶
二
年
正
月
七
日
叙
従
四
位
上
、
八
月
任
参
議
（
中
略
）
五
年
（
九
四
―
-
）

如
元

三
月
廿
九
日
叙
従
三
位
、
任
権
中
納
言
、
年
州
七
。
六
年
（
九
空
―
-
）
三
月
七
日
斃
年
州
八
。

こ
の
二
資
料
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
敦
忠
は
父
は
藤
原
時
平
、
母
は
在
原
棟
梁
女
で
あ
る
。
時
平
が
伯
父
の
大
納
言
国
経

の
若
妻
を
奪
っ
た
話
は
今
昔
物
語
集
そ
の
他
で
有
名
で
あ
る
が
、
敦
忠
は
そ
の
一
件
以
後
、
延
喜
六
年
の
出
生
で
あ
る
。
又
、

中
将
在
任
は
承
平
四
年
（
九
―
―
―
四
）
十
二
月
か
ら
天
慶
五
年
（
九
翌
）
三
月
二
八
日
ま
で
の
間
で
あ
る
。
尤
も
尊
卑
分
脈
に
は
、

て
、
敦
忠
の
母
は
兄
保
忠
と
同
じ
く
本
康
親
王
女
説
も
併
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
保
忠
と
の
間
の
年
令
差
も
大
き
い
上
に
、
次

ぎ
の
資
料
が
、
棟
梁
女
説
を
決
定
的
と
す
る
。

〔
本
朝
文
粋
十
四
•
朝
野
群
載
二
〕

在
原
氏
為
亡
息
員
外
納
言
四
十
九
日
修
諷
誦
文

（
前
文
略
）
、
右
員
外
納
言
受
病
之
時
、
（
中
略
）
、

そ
の

妾
少
後

1

一
所
夫
一
独
流

1

一
血
涙
於
眼
泉
一
、
老
哭
―
―
愛
子
一
、
誰
抽

1

一
紫
第
於
雪
林
-
‘

人
皆
以
二
短
命
一
為
レ
歎
、
我
独
以

1

一
長
寿
弘
戸
憂
（
下
略
）

天
慶
六
年
（
九
空
―
-
）
四
月
二
十
六
日
女
弟
子
在
原
氏
敬
白

即
ち
、
天
慶
六
年
三
月
七
日
の
敦
忠
の
死
後
四
十
九
日
に
当
る
同
年
四
月
二
十
六
日
、

そ
の
願
文
を
、

そ
の
母
在
原
氏
が
仏
前
に

納
め
た
も
の
。
敦
忠
の
母
が
在
原
氏
で
あ
る
こ
と
は
、
先
の
戒
仙
お
よ
び
「
在
原
ま
さ
ふ
み
」
と
の
関
聯
に
於
い
て
重
要
で
あ
ろ

戒
仙
は
敦
忠
の
中
将
在
任
期
に
死
去
し
た
。
敦
忠
の
中
将
在
任
期
間
は
、
先
掲
三
十
六
人
歌
仙
伝
の
記
述
に
よ
っ
て
、
承
平

四
年
（
空
―
―
四
）
十
二
月
か
ら
天
慶
五
年
（
九
翌
）
三
月
二
八
日
ま
で
の
間
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
、
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（卜）i

戒
仙
・
敦
忠
・
在
原
ま
さ
ふ
ん
・
貫
之
は
、

お
互
い
に
親
し
い
仲
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

戒
仙
が
在

以
上
口

l
旧
は
西
本
願
寺
本
貫
之
集
に
よ
っ
た
理
解
で
あ
る
が
、
前
記
の
異
文
に
よ
っ
て
、
こ
の
関
係
は
ど
の
程
度
変
化
す
る
で
あ

ろ
う
か
。
問
題
に
な
る
の
は
、
第
一
に
は
「
ま
さ
ふ
ん
」
が
、
歌
仙
本
に
「
ま
さ
の
ふ
」
、
類
従
本
に
「
ま
さ
ふ
さ
」
と
あ
る
こ
と
、

で
あ
り
、
第
二
に
は
、
為
氏
本
の
詞
書
に
大
異
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
点
は
、
諸
資
料
す
べ
て
他
に
「
在
原
ま
さ
の
ふ
」
「
在

原
ま
さ
ふ
さ
」
な
る
人
物
に
該
当
す
る
も
の
を
見
出
し
難
い
。
故
に
如
何
と
も
し
難
い
。
第
二
点
は
、
比
較
掲
出
す
れ
ば

（
西
本
願
寺
本
）

か
い
せ
ん
う
せ
ぬ
と
き
A

て
、
か
の
あ
り
は
ら
の
ま
さ
ふ
ん
が
も
と
に
と
い
ひ
て
、
敦
忠
の
中
将
の
も
と
に
お
く
る
。

（
為
氏
本
）

か
い
せ
む
き
み
と
い
ふ
大
徳
の
う
せ
に
け
る
を
き
A

て
、
み
つ
か
ら
の
身
を
も
な
け
き
て
、
か
の
き
み
の
は
ら
か
ら
な
る
人
の
も
と
に
や
る
。

為
氏
本
に
い
う
「
か
の
き
み
の
は
ら
か
ら
な
る
人
」
が
、
西
本
願
寺
本
の
「
あ
り
は
ら
の
ま
さ
ふ
ん
」
と
「
敦
忠
の
中
将
」
の
ど
ち

ら
を
指
す
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
戒
仙
が
敦
忠
の
兄
弟
つ
ま
り
時
平
の
子
で
あ
る
証
は
諸
文
献
に
全
く
見
出
し
難
く
、

と
に
、
前
述
の
如
く
戒
仙
は
在
原
氏
で
あ
る
可
能
性
が
濃
い
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
文
意
は
前
者
、
「
は
ら
か
ら
な
る
人
」
は
「
在

原
の
ま
さ
ふ
ん
」
を
指
す
と
見
て
よ
い
。
「
ま
さ
ふ
ん
」
も
労
証
す
る
も
の
が
他
に
な
い
け
れ
ど
も
、

原
氏
で
あ
る
事
は
明
白
で
あ
り
、
先
の
西
本
願
寺
本
本
文
に
よ
る
⇔
ー
り
の
推
定
を
補
強
す
る
材
料
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
間
に
、
田
の
戒
仙
、
敦
忠
、
在
原
ま
さ
ふ
ん
の
親
し
い
交
わ
り
は
、
在
原
氏
の
血
族
関
係
に
よ
る
も
の
と
、

お
う
推
察
し
て
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
い
ち
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戒
仙
に
つ
い
て
（
今
井
）

業

平

I I I I 
女師滋棟

業

在
原
氏
〕

子清
~、

敦北時

畠平
母方公--~ 

方

女

子

正
五
下

方

と
こ
ろ
で
、
大
和
物
語
二
八
段
に
見
え
た
戒
仙
の
父
「
兵
衛
佐
」
な
る
人
物
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
改
め
て
考
え
よ
う
。
そ
の
輪
廓

は
、
前
掲
、
同
い
で
あ
り
、
前
記
の
中
間
的
結
論
に
随
つ
て
い
え
ば
、
戒
仙
の
父
、
兵
衛
佐
も
ま
た
在
原
氏
で
、
貫
之
、
友
則
と
親

交
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
は
ず
だ
。

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
に
該
当
す
る
人
物
が
あ
る
。
例
の
在
原
棟
梁
そ
の
人
で
あ
る
。

〔
古
今
和
歌
集
目
録
〕

在
原
棟
梁
ー
（
前
略
）
貞
観
十
一
年
三
月
補
東
宮
舎
人
。
（
中
略
）
、
（
元
慶
）
八
年
二
月
補
蔵
人
、
（
中
略
）
、

日
任
雅
楽
頭
、
二
年
六
月
十
三
日
（
公
六
）
任
＃
宜
箪
甲
ー
佐
、
寛
平
三
年
四
月
十
一
日
兼
安
芸
介
、
八
年
（
兌
六
）
正
月
廿
六
日
任
左
衛

門
佐
、
九
年
七
月
十
三
日
叙
従
五
位
上
、
十
年
―
―
月
廿
三
日
任
筑
前
守
、
昌
泰
元
年
（
公
〈
）
月
日
卒
。

〔
尊
卑
分
脈

〔
続
類
従
一
七
四

筑

後

守

平

＇

棟

梁

＿

左

兵

ヱ

佐

）

元

従
五
位
上

ー

師

尚

ー

滋

春
在
原
氏
系
図
〕

梁
（
従
五
位
下
雅
楽
頭
）

I

元

春
（
少
将
）

1

時

春

ー

元

ー
女

尚
（
左
ヱ
門
督
）

子
（
号
三
条
姫
、
美
女
）

仁
和
冗
年
四
月
廿
七
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棟
梁
の
兵
衛
佐
在
任
は
、
仁
和
二
年
（
穴
六
）
六
月
か
ら
寛
平
八
年
（
八
突
）
正
月
ま
で
、
足
か
け
十
一
年
間
の
長
き
に
亘
る
。
そ
の
後

左
衛
門
佐
と
な
っ
た
が
、

あ
る
の
は
、
「
筑
後
」
は
あ
る
い
は
古
今
和
歌
集
目
録
に
い
う
「
筑
前
」
と
実
質
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、

よ
、
そ
の
極
官
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
官
は
極
め
て
短
期
間
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
じ
く
短
期
間
の
左
衛
門
佐
と

同
じ
く
、
世
人
の
通
称
と
は
な
り
難
く
、
世
人
は
お
お
む
ね
棟
梁
の
こ
と
を
、
彼
の
死
後
も
な
お
生
前
長
く
呼
び
慣
れ
て
い
た
「
左

兵
衛
佐
」
略
し
て
、
「
兵
衛
佐
」
の
通
称
を
以
て
呼
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
尊
卑
分
脈
は
極
官
と
共
に
そ
れ
を
も
併
記
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

一
年
半
で
筑
前
守
に
転
任
し
、

い
ず
れ
に
せ

そ
の
翌
年
死
去
し
た
。
尊
卑
分
脈
の
官
職
に
「
筑
後
守
、
左
兵
衛
佐
」
と

と
こ
ろ
で
、
前
掲
大
和
物
語
二
八
段
に
よ
れ
ば
兵
衛
佐
は
、
生
前
、
紀
貫
之
、
友
則
と
親
交
が
あ
り
、
彼
ら
に
先
立
つ
て
死
ん
だ

と
い
う
。
棟
梁
は
、
業
平
の
子
、
元
方
の
父
で
あ
る
。
業
平
を
六
歌
仙
の
筆
頭
に
あ
げ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
古
今
集
の
序
で
あ

り
、
そ
れ
を
記
し
た
貫
之
、
友
則
ら
が
、
業
平
が
元
慶
四
年
(
〈
〈
O
)

に
五
十
六
歳
で
死
ん
だ
後
、
そ
の
遺
族
た
ち
に
関
心
を
抱
か
な

か
っ
た
は
ず
は
な
か
ろ
う
。
棟
梁
の
死
ん
だ
の
は
昌
泰
元
年
（
公
〈
）
、
時
に
貫
之
は
二
七
歳
、
す
で
に
ひ
と
か
ど
の
歌
人
と
し
て
の

位
置
も
定
ま
り
、
新
撰
万
葉
集
、
寛
平
后
宮
歌
合
等
に
歌
を
採
り
入
れ
ら
れ
、
亭
子
院
女
郎
花
合
に
作
歌
も
し
て
い
る
頃
で
あ
る
。

壮
年
の
貫
之
が
、
少
内
記
に
な
り
た
て
の
頃
の
年
長
の
友
人
、
友
則
と
共
に
、
棟
梁
の
家
を
訪
れ
て
、
尊
敬
す
る
業
平
の
子
で
歌
人
で

も
あ
っ
た
棟
梁
の
死
を
悼
み
、
秋
の
一
夜
を
そ
の
思
い
出
話
に
居
明
し
た
と
い
う
の
も
、
い
か
に
も
あ
り
得
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
棟

梁
の
享
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
貞
観
十
一
年
（
八
究
）
に
東
宮
舎
人
に
補
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
八
五

0
年
前
後
の
出
生
で
あ
ろ
う
。
業
平

二
十
五
六
オ
の
所
生
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
棟
梁
は
五

0
オ
前
後
で
死
ん
だ
勘
定
と
な
り
、
時
に
そ
の
子
の
戒
仙
も
す
で
に
壮
年
に
達

し
つ
つ
あ
り
、
貫
之
な
ど
と
ほ
ぼ
同
年
令
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
彼
ら
の
間
に
親
交
の
生
れ
る
道
理
で
あ
る
。
そ
し
て
戒
仙
が
死
ん
だ

の
は
、
前
述
り
に
よ
っ
て
在
―
酉~
i

九
讐
の
間
、
か
れ
の
六
十
才
台
で
あ
ろ
う
。
時
に
貫
之
は
な
お
生
存
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
「
兵
衛
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戒
仙
に
つ
い
て
（
今
井
）

在
原
元
方
か
も
と
に
お
く
れ
る
、

佐
」
は
棟
梁
、
戒
仙
は
そ
の
男
、
「
ま
さ
ふ
み
」
は
棟
梁
の
孫
（
為
氏
本
で
は
子
）
で
、
戒
仙
の
甥
（
為
氏
本
で
は
兄
弟
）
と
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
在
原
氏
系
図
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
如
く
、
棟
梁
の
子
に
元
方
・
元
清
・
女
子
が
あ
る
。
元
方
は
い
う
ま
で
も
な
く
古
今

集
の
歌
人
と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、
古
今
集
目
録
に
は
、

在
原
元
方
十
四
首
（
略
）
、
筑
前
守
従
五
位
上
棟
梁
男
、

と
あ
る
。
国
経
が
元
方
を
養
子
と
し
た
と
い
う
の
は
、
例
の
棟
梁
女
を
時
平
に
奪
わ
れ
た
後
の
淋
し
さ
を
、
彼
女
の
弟
の
元
方
を
養

そ
れ
は
と
も
か
く
も
、
貫
之
が
元
方
を
遇
す
る
こ
と
は
、

但
不
レ
改
レ
姓
、
後
変

か
な
り
重
い
と
い
え
よ
う
。
古
今
集
入
集
十
四
首
も
六
歌
仙
や
撰
者
以

外
で
は
素
性
、
伊
勢
、
敏
行
ら
に
つ
ぐ
も
の
で
あ
り
、
殊
に
有
名
な
巻
頭
の
「
袖
ひ
ぢ
て
結
び
し
水
の
」
の
歌
が
、
元
方
の
作
で
あ

る
事
は
注
目
に
価
い
す
る
。
貫
之
集
に
は
、

し
ら
く
も
の
た
な
び
き
わ
た
る
く
ら
は
し
の
や
ま
の
ま
つ
と
も
ぎ
み
は
し
ら
ず
や

と
あ
り
、
元
方
に
寄
せ
る
貫
之
の
愛
情
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
戒
仙
に
対
す
る
情
も
ま
た
こ
れ
と
同
趣
の
も
の
と
認
め
て
よ
い

の
で
あ
ろ
う
。

棟
梁
の
子
女
に
は
、
他
に
元
清
と
「
お
ほ
つ
ぶ
ね
」
と
が
あ
る
。
元
清
は
前
掲
在
原
氏
系
図
に
見
え
る
の
み
で
、
他
に
所
見
が
な

子
と
す
る
事
で
慰
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

改
云
u

在
原
北
方
兄
也
。
大
納
言
国
経
為

1一
猶
子
—
‘
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本
院
の
北
方
の
み
お
と
う
と
の
童
、
名
を
お
ほ
つ
ふ
ね
と
い
ふ
い
ま
す
か
り
け
り
。
陽
成
院
の
帝
に
奉
り
け
る
を
、

そ
の
一
は
平
貞
文
に
返
し
た
六
六

0
番
の
歌
で
「
ち
は
や
ふ
る
」
の
歌
で
、
作
者
名
は
「
在
原
棟
梁
女
」
と
あ
る
が
、
片
仮
名
本
、

つ
ふ
ね
」
と
あ
り
、
同
じ
く
六
三
五
番
、
元
良
親
王
と
の
贈
答
歌
「
人
は
い
さ
」
（
こ
の
歌
、
古
今
集
で
は
在
原
元
方
の
歌
と
す
る
）

の
作
者
名
は
、
片
仮
名
本
為
遠
本
、
東
北
大
学
本
な
ど
が
「
お
ほ
つ
ふ
ね
」
と
し
て
い
る
、
敦
忠
母
の
妹
で
陽
成
院
の
女
官
と
な
り
、

平
中
や
元
良
親
王
ら
と
も
交
渉
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

以
上
、
私
は
大
和
物
語
お
よ
び
貫
之
集
に
見
え
る
「
か
い
せ
う
」
・
「
か
い
せ
ん
」
な
る
人
物
を
、
通
説
に
従
つ
て
「
戒
仙
」
と
し

と
こ
ろ
で
、

「
戒
仙
」
説
に
つ
い
て
は
、
異
説
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
以
下
は
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

そ
の
一
は
大
和
物
語
紗
の
説
で
あ
る
。
紗
で
は
、
二
十
七
段
に
於
い
て
、

て
、
彼
が
棟
梁
の
子
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
き
た
。

堀
河
本
に
は
「
オ
ホ
ッ
フ
ネ

ィ
」
と
注
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
貞
文
へ
の
返
歌
六
九
七
番
「
ゆ
く
水
の
」
で
は
、
作
者
名
「
お
ほ

と
あ
る
。
又
、
後
撰
集
恋
二
に
三
首
の
贈
答
歌
が
見
え
る
。

あ
ら
た
ま
の
年
は
経
ね
ど
も
猿
沢
の
池
の
至
藻
は
見
つ
べ
か
り
け
り

さ
ざ
り
け
れ
ば
、

よ
み
て
奉
り
け
る

い
。
「
お
ほ
つ
ぶ
ね
」
は
、
大
和
物
語
十
四
段
に
よ
れ
ば
、

お
は
し
ま
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戒
仙
に
つ
い
て
（
今
井
）

（
蔵
人
、
権
中
将
、
春
宮
大
進
、

分
脈
に
よ
れ
ば
、

蔵
人
頭
、

真
作
ー
|
村
田
|
ー
富
士
麿
1

敏
行

と
あ
り
、
又
、
三
十
六
人
歌
仙
伝
の
藤
原
敏
行
条
に
よ
れ
ば
、

貞
観
八
年
正
月
任
少
内
記
、
（
大
内
記
、
蔵
人
、
出
羽
介
、
大
宰
少
弐
等
歴
任

月
任
因
幡
守
、
三
年
（
八
芸
）
八
月
任
右
兵
衛
佐
、
六
年
正
月
七
日
叙
従
五
位
上
、

近
江
権
守
等
歴
任
、
中
略
）
寛
平
九
年
七
月
十
三
日
叙
従
四
位
上
、

能
書
・
歌
人

従
四
位
上
、
左
近
中
将

右
兵
衛
督

母
刑
部
卿
正
四
下
紀
名
虎
女

ま
た
、
二
十
八
段
に
も
、

兵
衛
佐
ー
藤
原
敏
行
元
右
兵
衛
佐
、
後
左
中
将
大
内
記
、
按
察
使
、

戒
仙
、
藤
原
兼
茂
子
也
、

と
記
す
。
つ
ま
り
二
十
七
、
八
段
の
「
か
い
せ
う
」
は
敏
行
の
子
の
戒
勝
、
五
十
段
の
「
か
い
せ
ん
」
は
戒
仙
で
、
藤
原
兼
茂
の
子

と
別
々
に
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
「
戒
勝
」
な
る
人
物
は
系
図
に
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
敏
行
、
伊
衡
は
有
名
人
で
あ
る
。
尊
卑

こ、
,‘' 

さ
ら

五
十
段
に
は
、

妹
、
は
つ
草
の
と
よ
み
し
人
也
。

戒
勝
は
藤
原
敏
行
か
子
也
、
伊
衡
卿
弟
。

富
士
麿
男
、

母
紀
名
虎
女
、

ー
季
方
（
右
馬
権
頭
、
従
四
下
）

ー
有
快
（
母
参
議
従
四
下
小
野
峯
守
女
）

ー
ー
伊
宰
（
右
近
将
監
、
母
、
紀
吉
女
）

刑
部
卿
、
左
中
将
、
参
議
、
正
四
下
、
母
従
五
上
多
治
弟
一

ー
伊
衡

□

梶
女
承
平
八
十
二
十
七
斃
六
十
一

ー
伊
望
（
従
五
下
、
母
伊
賀
守
従
五
下
休
樹
女
）

中
略
）
十
七
年
正
月
任
図
書
頭
、
元
慶
二
年
正

仁
和
二
年
（
会
六
）
六
月
任
左
近
衛
少
将
、

九
月
任
右
兵

戒
勝
か
母
は
中
将
業
平
の
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従
四
位
下
藤
兼
茂

ね
ば
な
ら
な
い
。

右
近
中
将
従
四
位
上
利
基
四
男
。

敏
行
は
右
兵
衛
権
佐
と
し
て
、

そ
の
名
が
見
え
る
。

衛
督
、
延
喜
七
年
（
九
0

七
）
卒
、
（
下
略
）
。

延
喜
七
年
（
九
宕
）

に
至
っ
て
死
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
約

し
か
し
、
敏
行
は
兵
衛
佐
か
ら
左
近
衛
少
将
に
移

と
あ
る
。
敏
行
は
、
三
十
六
人
歌
仙
伝
に
よ
れ
ば
、
元
慶
三
年
（
店
九
）
八
月
か
ら
仁
和
一
一
年
（
〈
公
）
六
月
に
至
る
七
ケ
年
間
に
亘
つ
て

右
兵
衛
佐
で
あ
っ
た
。
も
つ
と
も
三
代
実
録
元
慶
四
年
十
二
月
十
日
条
及
び
同
六
年
正
月
七
日
、
同
年
六
月
二
十
六
日
各
条
に
は
、

し
か
し
、

つ
て
以
後
、
諸
官
を
歴
任
し
、

十
年
で
あ
る
。

〔
公
卿
補
任
〕
延
長
元
年
条

歌
仙
伝
の
「
右
兵
衛
佐
」
は
正
し
く
は
、
「
右
兵
衛
権
佐
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
間
、
「
兵
衛
佐
」
を
以
て
通
称
と
さ
れ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

寛
平
九
年
右
兵
衛
督
と
な
り
、

そ
れ
で
は
、
彼
が
死
後
も
な
お
、
若
年
の
官
で
し
か
な
か
っ
た
「
兵
衛
佐
」
を
以
て
呼
ば
れ
る
理
由
は
な
い
と
い
わ

ま
た
紗
の
二
十
八
段
の
注
に
よ
れ
ば
、
敏
行
の
妻
の
一
人
に
業
平
の
妹
が
あ
り
、

が
、
前
掲
系
図
に
よ
っ
て
も
、
敏
行
の
子
息
五
人
の
中
に
は
、
業
平
の
妹
（
阿
保
親
王
女
）
を
母
と
す
る
よ
う
な
人
は
い
な
い
。
敏
行

が
「
は
つ
草
の
」
の
歌
を
作
っ
た
業
平
の
妹
を
妻
と
し
た
と
い
う
の
も
、
別
に
尊
卑
分
脈
に
よ
れ
ば
紀
有
常
の
女
子
二
人
は
各
、
敏

行
室
と
業
平
室
と
な
つ
て
い
る
の
で
、

そ
の
間
の
子
が
戒
勝
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る

そ
の
こ
と
と
混
線
し
た
上
、
伊
勢
物
語
な
ど
に
よ
っ
て
捏
造
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
同
じ
く
紗
五
十
段
に
い
う
、
戒
仙
兼
茂
子
説
は
ど
う
か
。
兼
茂
に
関
す
る
資
料
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

正
月
十
二
日
任
、
左
兵
衛
督
如
元
、
二
月
於
陳
座
中
風
、
三
月
七
日
卒
、
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戒
仙
に
つ
い
て
（
今
井
）

時

平

|

|

敦

右
兵
衛
佐
正
五
下

忠
1

佐

理

は
尊
卑
分
脈
に
よ
れ
ば
、

ー
文

大
僧
都
、
法
印
大
和
尚
、
大
雲
寺
別
当

慶
永
承
元
六
三
入
滅
八
十

邦

従
五
下

左
馬
権
助

明
母
民
部
卿
文
範
女

右
の
説
も
、
兼
茂
が
左
兵
衛
督
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
よ
う
。
し
か
し
、
大
和
物
語
二
八
段
に
よ
れ
ば
、

友
則
の
在
生
中
に
死
ん
だ
の
で
あ
り
、
友
則
は
古
今
集
撰
定
の
間
、
お
そ
ら
く
は
延
喜
五
・
六
年
ご
ろ
に
死
去
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
る
に
兼
茂
は
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
下
る
延
長
元
年
に
死
去
し
た
の
で
あ
っ
て
、

ま
た
紗
と
は
別
に
、
和
歌
色
葉
集
六
名
誉
歌
仙
条
に

戒
善
、
俗
名
右
兵
衛
佐
藤
原
助
雅
、
出
家
以
後
常
時
貫
之
友
則
和
歌
知
音
。

と
も
あ
る
。

こ
の
「
助
雅
」
に
つ
い
て
は
、
僧
綱
補
任
文
慶
条
に
よ
れ
ば
、
「
藤
原
文
範
孫
助
雅
三
子
」
と
あ
る
。

左
兵
ヱ
督

存

参
議
従
四
上

良
門

l

利
基
ー
—
兼
茂

一
ー
女

母
従
五
下
当

麻
松
盛
女

〔
尊
卑
分
脈

良
門
系
〕

右
馬
少
允

忠子

号
兵
衛

後
撰
集
作
者

中
将
、
中
将
、
延
喜
十
九
年
九
月
十
三
日
兼
左
兵
衛
督
（
停
中
将
）

し
か
し
、

文
慶

寛
平
九
年
（
公
七
）
七
月
五
日
讃
岐
権
振
。
同
七
日
蔵
人
。
（
中
略
）
左
衛
門
少
尉
、
播
磨
介
、
兼
左
少
将
、
兼
備
前
介
、
権

こ
の
場
合
該
当
し
な
い
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。

「
兵
衛
佐
」
は
、
貫
之
、
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以
上
を
基
に
し
て
、
左
に
系
図
を
示
し
て
お
く
。

な
い
も
の
と
な
ろ
う
。
戒
撰
説
も
誤
り
で
あ
る
。

と
あ
る
。
文
慶
の
父
は
佐
理
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
大
雲
寺
縁
起
等
で
も
労
証
さ
れ
る
。
故
に
「
助
雅
」
は
「
佐
理
」
と
同
一
人

で
あ
ろ
う
。
藤
原
佐
理
は
い
う
ま
で
も
な
く
十
世
紀
後
半
の
人
で
、
あ
っ
て
、
貫
之
、
友
則
の
同
時
代
人
で
は
な
い
。
こ
の
説
も
誤

り
で
あ
る
。

次
ぎ
に
、
貫
之
集
の
「
か
い
せ
ん
」
を
「
戒
撰
」
と
す
る
萩
谷
朴
氏
（
古
典
全
書
「
土
佐
日
記
」
二
四
四
P
)

の
説
が
あ
る
。
東
大
寺

三
十
六

延
喜
五

ナ
七
＼

年
六
十
五
、
法
相
宗
、
寺
務
四
年
、

本

寺

、

道

義

死

闘

替

ー

伝
燈
大
法
師
戒
撰
。
延
喜
五
年
三
月
十
七
日
符
。

戒
撰
秩
（
下
略
）
」
と
あ
る
。

瀾
替

年
六
十
九
、
本
寺
、

法
相
宗
、

と
あ
り
、
次
ぎ
の
第
三
十
七
代
別
当
延
惟
の
条
に
は
、
「
延
喜
九
年
四
月
廿
七
日
符
。

八
七
六
年
生
れ
の
貫
之
や
友
則
ら
と
比
し
て
、

で
あ
る
。

承
和
七
年
（
公
一
）
生
れ
で
あ
り
、

こ
れ
で
は
戒
撰
が
生
前
貫
之
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、

令
の
差
は
五
十
歳
以
上
と
な
っ
て
、

ま
し
て
、

三
十
余
歳
も
年
長

そ
の
父
「
兵
衛
佐
」
と
貫
之
ら
と
の
年

そ
の
間
は
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
か
い
せ
ん
」
が
死
ん
だ
と
い
う
敦
忠
の
中
将
在
任
の

（九一――四

l
酋
一
）
年
の
間
に
は
、
戒
撰
は
九
十
四
歳
か
ら
百
二
歳
の
間
に
あ
る
。
九
〇
六
年
生
れ
で
青
年
の
敦
忠
と
の
間
の
生
前
の
交
際

も
疑
わ
し
い
し
、
貫
之
の
哀
傷
歌
「
明
け
暮
れ
て
千
年
あ
る
も
の
と
思
ひ
し
を
な
ほ
世
の
中
は
夢
に
ざ
り
け
る
」
も
、
実
感
が
伴
わ

要
す
る
に
大
和
物
語
、
貫
之
集
に
見
え
る
「
か
い
せ
ん
」
・
「
か
い
せ
う
」
は
通
説
通
り
「
戒
仙
」
で
あ
り
、
彼
の
父
「
兵
衛
佐
」

は
在
原
棟
梁
の
こ
と
と
推
定
し
た
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
逆
算
す
れ
ば
、

別
当
次
第
に
よ
れ
ば
、
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し
か
し
、

平
死
後
、

ー
ロ

□

l

ー
ま
さ
ふ
み

梁
（
兵
衛
佐
）
ー
ー
元
方
ー
女

ー
元
清

ー
戒
仙

ー
女
（
敦
忠
母
）

ー
お
ほ
つ
ふ
ね

と
こ
ろ
で
、
右
の
系
図
の
中
、
古
今
集
、
後
撰
集
の
歌
人
が
多
い
こ
と
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
歌
仙
の
業
平
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
棟
梁
は
古
今
集
に
四
首
、
後
撰
集
に
二
首
、
元
方
は
古
今
集
に
十
四
首
、
後
撰
集
に
十
首
、
戒
仙
は
後
撰
集
に
三

首
、
お
ほ
つ
ふ
ね
は
前
記
の
通
り
、
後
撰
集
に
―
-
（
三
）
首
で
あ
る
。
ま
た
大
和
物
語
に
棟
梁
（
兵
衛
佐
）
、
戒
仙
、
お
ほ
つ
ふ
ね
、

敦
忠
母
が
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
右
の
通
り
で
あ
り
、
業
平
、
元
方
、
棟
梁
に
そ
れ
ぞ
れ
家
集
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
か

れ
ら
は
業
平
の
子
孫
と
し
て
、
父
祖
の
名
を
辱
め
な
か
っ
た
と
一
応
は
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
事
の
中
に
は
、

や
は
り
以
上
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
棟
梁
や
そ
の
子
ら
と
親
し
か
っ
た
貫
之
・
友
則
ら

古
今
集
撰
者
の
好
意
が
作
用
し
て
い
る
点
も
見
遁
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
古
今
集
に
於
い
て
業
平
の
占
め
る
大
き
さ
も
、

か
れ
の
和

歌
そ
の
も
の
の
偉
大
さ
の
為
と
い
う
事
だ
け
に
帰
せ
ら
れ
な
い
、
も
つ
と
具
体
的
な
経
緯
を
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
業

そ
の
遺
族
の
家
に
出
入
し
て
い
た
貫
之
ら
は
、
棟
梁
や
元
方
・
戒
仙
を
通
じ
て
、
業
平
の
歌
稿
あ
る
い
は
家
集
を
入
手
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
直
接
的
資
料
と
し
て
、
あ
の
独
特
の
長
文
の
詞
書
を
も
つ
業
平
の
歌
が
古
今
集
に
現
れ
る
結
果
と
な
っ

ま
た
近
来
、
伊
勢
物
語
の
作
者
に
貫
之
を
擬
す
る
説
も
し
き
り
に
現
れ
て
い
る
。
筆
者
は
必
ず
し
も
直
ち
に
そ
の
説
の
当
否
を
論

た
の
で
は
な
い
か
。

業
平
|
—
棟
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ず
る
つ
も
り
は
な
い
が
、

た
だ
貫
之
の
如
き
人
が
業
平
関
係
の
資
料
を
手
に
し
て
、
そ
の
よ
う
な
事
を
な
し
う
る
立
場
に
は
あ
り
得

た
と
は
思
う
。
そ
の
他
前
述
の
よ
う
に
、
元
方
の
歌
が
古
今
集
に
於
い
て
厚
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
貫
之
ら
の
棟
梁
一
家
へ
の
親

脆
の
余
波
で
あ
ろ
う
か
。
く
わ
し
く
は
な
お
今
後
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
来
古
今
集
の
内
部
徴
証
か
ら
、
貫
之
ら
古
今
集
撰
者

が
業
平
を
歌
仙
と
し
て
尊
ん
だ
こ
と
の
み
指
摘
さ
れ
て
、
そ
の
間
の
具
体
的
な
事
情
に
つ
い
て
は
全
く
不
問
に
附
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
点
を
補
う
意
味
で
、
小
論
の
よ
う
な
視
点
も
ま
ん
ざ
ら
無
意
味
で
は
あ
る
ま
い
と
考
え
る
。

（
註
）
底
本
「
見
え
ぬ
」
と
あ
る
が
、
文
意
通
じ
難
い
の
で
他
の
諸
本
に
従
っ
て
改
め
た
。

〔
附
〕
小
論
は
昭
和
四
十
三
年
五
月
十
八
日
、
中
古
文
学
会
大
会
に
於
い
て
口
頭
発
表
し
た
草
稿
に
若
干
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
最
近
久
保
木

哲
夫
氏
は
、
和
歌
史
研
究
会
々
報
第
33
号
（
附
和
四
四
年
三
月
）
に
「
在
原
元
方
に
つ
い
て
」
な
る
一
文
を
草
さ
れ
、
元
方
集
断
簡
四
首
の

紹
介
と
共
に
、
そ
の
中
の
一
首
が
前
掲
戒
仙
の
「
こ
と
な
ら
ば
は
れ
ず
も
あ
ら
な
む
」
の
歌
で
あ
る
事
か
ら
、
戒
仙
と
元
方
と
が
同
一
人
で

あ
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
。
氏
の
論
は
本
稿
欄
筆
後
に
拝
見
し
た
の
で
、
今
は
そ
の
事
に
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
。
今
後
の
検
討
に
侯

つ
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
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